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尿 路感染症 に対 す るCefodizime(THR-221)の 臨床 的検討
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秋田大学医学部泌尿器科お よび関連病院泌尿器科 入院患者の うち,32例 の尿路性 器感染症患者に,

新 しいcephem系 抗生物質で あるCefodizime(THR-221)を 投与 し,臨 床成績 と副作用の検討 を行 った。

症例は慢性複雑性膀胱炎17例,慢 性複雑性腎孟腎 炎10例,前 立腺術後感染症3例,急 性単純性腎孟

腎炎1例,急 性 副睾丸炎1例 の合計32例 であった。投与方法は1日1あ るいは2gを 朝 夕2回 に分け

て,連 続4～7日 間点滴 または静脈内注射 した。

複雑性UTI薬 効評価基準に合致 した25例 の総合臨床 効果は,著 効11例,有 効5例,無 効9例 で有

効率は64%で あ った。 また,単 純性尿路性器感染症 の有効率は100%で あ った。

病態群別の有効率は,第1群 では100%,第2群 で は33%,第3群 では0%,第4群 では75%と 単

独感染11例 では55%で あったが,第5群 では60%,第6群 では78%と 混合感染14例 では71%で あった。

細菌学 的効果では,投 与前に尿中から分離 された42株 中,消 失 したのは37株 で除菌率 は88%で あっ

た。

副作用 としては,軽 度の下痢 を1例 に認 め,臨 床検査値 では,GOTとA1-Pの 軽度の上昇 を1例 に

認めた。

Cefodizime(THR-221)は 大鵬 薬品,ヘ キス ト社お よび

ルセル社 で開発 された新 しい注射用cephem系 抗生物 質

である。本剤 はin vivo効 果に優れb,強 い広域抗菌スペ

ク トラムを有 し,半 減期 は長 く,disuifiram様 作 用や血

液凝 固系へ の影響が ない という特徴 を有す る2)。今回,

私達 は尿路性 器感染症 に対 して本剤 を用いる機会 を得た

ので,そ の成績 について検討 を加 えて報告す る。

1.対 象 および方法

対象は1986年5月 か ら1986年12月 までに,秋 田大学医

学部付属病 院および関連病院に入院 した32例 の尿路性器

感染症恵者で ある。性別は男性23例,女 性9例 であり,

年齢は20歳 から86歳 に及んでいる。疾患別にみると,慢

性複雑性膀胱炎17例,慢 性複雑性腎孟腎炎10例,前 立腺

術後感染症3例,急 性単純性 腎孟腎炎1例,急 性副睾丸

炎1例 であった。

投 与方法 は1日 量1あ るい は29を 朝 夕の2回 に分割

し,点 滴 または静脈内注射の経路 で4～7日 間投与 した。

効果判定 はUTI薬 効評価基準3}に準 じて行った。副作用

は 自他覚 的症状の有無お よび臨床検査値の推移について
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検討 した。

II.成 績

32例 の臨床成績 をTable1に 示す。 まず,単 純性尿路

性器感染症例であるが。急性単純性 腎孟腎炎,急 性 副睾

丸 炎の各1例 である。臨床効果は主治医判定で2例 とも

著効 を示 した。膿尿 は2例 とも正常化 し,細 菌尿につい

て も2例 とも陰性化 した。細菌学的効果について も,分

離 され たE.faecalis,E.coli,E,faecium,P.aeruginosa

の各1株 は総て消失 し,除 菌率は100%で あった。

次に,複 雑性尿路感染症例30例 をみる と,腎 孟腎炎10

例,膀 胱 炎17例,前 立腺術後感染症3例 であ り,基 礎疾

患 としては前立腺癌,尿 路結石症お よび神経因性膀胱の

各々7例,前 立腺肥大症の5例 が主 な疾患である。

UTI楽 効 評価基準 を満 た した25例 について検討 した

病態群別臨床効果 をTabie2に 示 す。単独感染群は11例

(44%)で,そ の内訳はカテーテル留置症例2例(8%),

前立腺術後感染症例3例(12%),そ の他 の上部尿路感染

症 例2例(8%)お よびその他 の下部尿路感染症例4例

(16%)で あ った。混合感染群 は14例(56%)で,カ テーテ

ル留置症例5例(20%)お よび非留置症例9例(36%)で あ

った。有効率 をみる と,単 独感染群では著効2例,有 効

4例,無 効5例 で,有 効率 は55%で あった。混合感染群

で は著効9例,有 効1例,無 効4例 で,有 効率は71%で

あ った。

総合臨床効果 をTable3に 示す。膿尿 については正常

Table 2 Overall clinical efficacy of THR-221 classified by the type of infection

Table 3 Overall clinical efficacy of THR-221 in complicated UTI
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化12例(48%),不 変13例(52%)で あ った。細 菌尿 につ い

ては陰性化16例(64%),菌 交代4例(16%),不 変5例

(20%)で あった。以上よ り,総 合有効率は64%で あった

が,膿 尿の正常化 よりも細菌尿の陰性化の方 が高率で あ

った。

細菌学的効果 をTable4に 示す。投与前 には21菌 種42

株が分離 され,そ の中では E. faecalis が10株 と最 も多 く,

っいでE.coliの4株 であ った。投与後 には42株 中37株 が

消失し,菌 消失率 は88%で あった。その内訳 をみると,

Staphylococcus coagulase (-) (2株), S. agalactiae (1株),

S. pyogenes (1株), E. faeciurn (1株), Enterococcus sp.

(1株), E. coli (4株), K. pneumonia (2株) E. aeroge

nes (1株), C. freundii (1株), P. aeruginosa (1株),P.

mimbilis (3株), M. Ynorganii (1株), S, marcescens( 1

Š”) , Serratia sp, (1株), Acinelobacter sp. (3株), A. an

itratus (1株), A lcaligenes sp. (1株), Flavobacterium sp,

(2株)は 総 て 消 失 した 。 一 方, S. epidermidis (1株)は 存

続 した 。 また, S. aureus で は2株 中1株(50%), E. fae•

calisで は10株 中8株(80%)。 E,faecium では2株 中1株

(50%)の 消失率であ った。

投 与後出現菌 をTable5に 示す。8菌 種11株 認め られ

た 。 S. epidennidis, E. faecium, P. aeruginosa が2株 ずつ

出現 してお り,真 菌は1株 のみ認め られた。

副作用 については1例 に下痢 を認めたが,極 めて軽度

で対症的 治療 で改 善 した。臨床検 査値 の推移 をTable6

に示す。1例 にGOTとAl-Pの 上昇 を認めたが,投 与

Table 4 Bacteriological response to THR-221 in complicated UTI

*: Regardless of bacterial count
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終 了後に正常化 していることが確 認 された。

III.考 察

泌尿器科領域 では,近 年難治性 の複雑性尿路感染症例

の増加 が著 しく,起 因菌 と して E. faecalis, P. aerugino-

sa, S. marcescens などが注 目されている。 したが って,

これ らの菌種 に有効でかつ安 全性 に優れ る化学疲法剤の

登場 が望 まれてい る。

これに対 し,化 学療法剤の進歩 も著 しく,安 全で幅広

い抗 菌スペ ク トラムを示す ものの開発がめ ざましい。今

回,私 遼 が使用 したTHR-221はcephem系 抗生物質であ

り,細 菌学的検討か ら,好 気性,嫌 気性 の グラム陽性菌

お よび グラム陰性菌に対 し広 い抗菌 スペ ク トラムを有 し,

ほ とん どの β-lactamaseに 対 して安定であ る。3位 側鎖

にmercapto-thiazolyl基 を配 したため,長 い半減期 を有

しつつdisulnram様 作用 および血液凝 固系への影響がみ

られな くなった とされている2}。また,マ ウスによる動

物実験で はあ るが,白 血球やマ クロフ ァージに よる殺菌

増強効果が認め られ,生 体防御 能の増強作用4}が示唆 さ

れている点 は注 目に値する。

今回,私 達 は尿路性 器感染症例32例 に対 して本剤を使

用 し臨床効果 を中心 として検討 を行ったが,総 合有効率

は急性単純性腎孟腎炎 と男子性器感染症で は主治医判定

で100%,複 雑性尿 路感染症 で はUTI薬 効 評価基 準で

64%で あった。

複雑性尿路感染症について検討す ると,総 合有効率が

64%と い う成績 はやや低値 を示 して いるが,Table2に

示す よ うに葡立腺術後感染症例での有効率が33%と 著 し

く低値 を示 してい るためで,他 の個 々の病態群では概ね

良好 な成績 を示 している。単独感染群が55%の 有効率で

あ るの に対 し,混 合感染群で は71%の 有効率を示すのは

奇異であるが,菌 消失率では混合感染群の成績は劣って

いる。 ここで,全 体 と して著効例 が11例,特 に混合感染

例において9例 も認め られる点は,こ の薬剤の優れた抗

菌作用 を示 すもの として注 目に催す る。

細 菌学 的効果 を検討すると,複 雑性尿踏感染症におい

ては全体の菌消失率は88%と かな りの好成績であった。

特 に,現 在問題 とされている E. faecalis は10株 中8株 と

80%の 消 失 率 で,優 れ て い る と考 え られ る。 そ の他,P ,

aeruginosa, S. marcescens は各1株 であ るが,完 全に消

失 してい ることは注 目に値す る。

副作用 に関 しては下痢が1例 に認められたが軽度であ

り,対 症療 法で改善 した。臨床検査値の異常 もGOTと

A卜Pの 上昇が1例 に認 め られたが これ も軽度であ り,

投与終了後に正常 に復 しているこ とが確認 されている。

以上か ら,THR-221は 尿路性 器感染症に対 して有用で

安全な薬剤 と して満足で きる ものと考え られた。

Table 5 Strains appearing after THR-221 treatment in complicated UTI
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We performed clinical studies on cefodizime(THR-221), a new synthetic cephem antibiotic, and obtained the following

results.

Thirty- two patients with genito- urinary tract infections (1 acute simple pyelonephritis, 1 acute epididymitis and 30

complicated urinary tract infections) received THR-221 at a daily dose of 1 g or 2 g by i.v. drip infusion or i.v. infusion

for 4-7 days.

Efficacy in complicated urinary tract infections was excellent 11, good 5 and poor 9. Clinical results in patients with

acute simple pyelonephritis and acute epididymitis were excellent. The overall efficacy rates for simple genito-urinary in-

fections and complicated urinary tract infections were 100% and 64% respectively. Measured by group, the rate was

100% for group 1, 33% for group 2, 0% for group 3, 75% for group 4. 60% for group 5 and 78% for group 6. By type of

infection, the efficacy rate was 55%(6 cases out of 11) for single and 71%(10 cases out of 14) for mixed infections.

In the bacteriological response of the patients with complicated urinary tract infection, 37(88%) of 42 strains were

eradicated.

No side-effect was observed, except 1 case of mild diarrhea. As laboratory findings, slight increase of GOT and Al-P

were observed in 1 case, but were so mild that they improved without treatment.


